
春
の
交
通
安
全
運
動�

４
月
６
日
〜
15
日

交
差
点
で
は
左
右
の
安
全
確
認
を
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東
商
が
中
小
企
業
要
望
に
駐
車
対
策

資
材
燃
料
委
員
会
を
開
催

事
故
防
止
委
員
会
を
開
催

東
京
労
働
局
、
12
次
労
災
防
止
計
画

監
査
の
あ
り
方
検
討
会
が
報
告
書

　
東
ト
協
は
、
３
月
25
日
に

東
京
都
か
ら
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
認
可
を
受
け
、
新

法
人
移
行
に
向
け
て
臨
時
総

会
を
開
催
し
た
も
の
で
、
４

月
１
日
付
で
一
般
社
団
法
人

と
し
て
登
記
。

　
臨
時
総
会
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
大
髙
会
長
は
、
新
法

人
に
移
行
す
る
25
年
度
事
業

計
画
の
目
標
に
つ
い
て
、「
安

全
・
安
心
の
確
保
、
環
境
問

題
へ
の
対
応
、
再
生
産
可
能

な
適
正
運
賃
の
収
受
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
輸
送
体
制
の
確
立
を
重
点

施
策
の
柱
に
位
置
付
け
る
」

と
し
、
協
会
運
営
の
基
本
方

針
に
掲
げ
る
「
会
員
重
視
」

「
支
部
重
視
」
の
観
点
か

ら
、
引
き
続
き
会
員
事
業
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
考

え
を
強
調
し
た
。

　
そ
の
上
で
「
目
の
前
の
課

題
を
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
会

員
の
結
束
し
た
力
と
知
恵
が

必
要
」
と
呼
び
か
け
、「
何

を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な

く
、『
共
に
進
め
よ
う
』
と

い
う
意
識
を
前
提
に
、
業
界

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
４
日
、
国
土
交
通
省
自

動
車
局
の
自
動
車
運
送
事
業

の
監
査
方
針
、
行
政
処
分
基

準
等
の
改
正
案
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し

て
「
行
政
処
分

の
強
化
を
図
る

だ
け
で
は
根
本

的
な
解
決
に
な

ら
な
い
」
な
ど

と
す
る
意
見
を
提
出
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
法
令

違
反
歴
な
ど
に
よ
り
優
先
的

に
監
査
す
べ
き
事
業
者
を
特

定
し
て
効
果
的
に
監
査
を
行

う
と
と
も
に
、
重
要
な
法
令

違
反
な
ど
に
対
す
る
処
分
を

厳
し
く
す
る
も
の
。

　
改
正
案
に
対
す
る
全
体
的

な
意
見
と
し
て
、
法
令
が
遵

守
で
き
な
い
背
景
に
は
、
過

当
競
争
に
よ
り
「
輸
送
の
安

全
確
保
の
原
資
と
な
る
再
生

産
可
能
な
適
正
運
賃
の
収
受

が
で
き
な
い
」
こ
と
が
あ
る

と
指
摘
。「
早
急
に
運
賃
・

料
金
制
度
を
検
討
し
て
、
事

業
者
が
法
令
遵
守
で
き
る
よ

う
な
環
境
整
備
を
図
る
べ

き
」
と
求
め
た
。

　
ま
た
、
下
請
け
が
圧
倒
的

に
多
い
業
界
体
質
を
踏
ま

え
、
利
用
運
送
事
業
者
に
対

し
て
も
「
輸
送
の
安
全
確
保

と
運
輸
の
適
正
化
」
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
を
構
築

す
べ
き
と
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
改
正
内
容
の

問
題
点
に
つ
い
て
具
体
的
に

指
摘
。
監
査
方
針
に
関
し
て

①
是
正
勧
告
の
対
象
は
容
易

に
判
断
す
る
根
拠
が
確
認
で

き
る
ケ
ー
ス
（
車
検
切
れ
車

両
、
無
免
許
運
転
、
飲
酒
・

酒
気
帯
び
運
転
な
ど
）
に
す

べ
き
②
監
査
対
象
の
特
定
に

当
た
っ
て
は
定

義
ま
た
は
選
定

基
準
を
具
体
的

に
示
し
、
透
明

性
・
客
観
性
を

担
保
す
べ
き
―
―
こ
と
な
ど

を
申
し
入
れ
た
。
一
方
、
行

政
処
分
基
準
の
改
正
に
関
し

て
は
、
重
要
な
法
令
違
反
の

明
確
化
や
軽
微
な
事
項
に
関

す
る
項
目
拡
大
、
お
よ
び
処

分
日
車
数
の
算
定
方
法
の
見

直
し
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
処
分
基
準
を
厳

し
く
す
る
こ
と
の
み
で
法
令

を
遵
守
さ
せ
る
考
え
方
・
手

法
は
既
に
限
界
と
指
摘
。
行

政
処
分
制
度
に
お
い
て
「
良

質
な
実
運
送
事
業
者
へ
誘
導

す
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
を
創
設

す
る
よ
う
求
め
た
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
星
野
良
三
会
長
）
や
関
東

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
会
長
・
大

髙
一
夫
東
ト
協
会
長
）
が
要

望
し
て
い
た
、
運
輸
事
業
振

興
助
成
交
付
金
に
よ
る
定
期

健
康
診
断
へ
の
助
成
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
４
月
１
日
付
で
交
付
金

に
よ
る
定
期
健
診
へ
の
支
出

を
認
め
る
旨
の
貨
物
課
長
通

達
を
、
各
地
方
運
輸
局
お
よ

び
全
ト
協
に
発
出
し
た
。

　
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
健
康
状
態
に
起
因
す
る
交

通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
23
年
は
42
件
と
22

年
の
23
件
か
ら
急
増
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま

え
、
25
年
度
か
ら
３
年
間

「
交
付
金
に
よ
る
助
成
を
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
運
転

者
の
定
期
健
康
診
断
の
受
診

率
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
了
解
す
る
」
旨
通

達
し
た
も
の
だ
。

　
業
界
で
は
定
期
健
診
の
受

診
率
が
30
％
程
度
に
と
ど
ま

る
。
こ
の
た
め
、
厳
し
い
経

営
環
境
の
中
で
受
診
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
交
付
金
の

活
用
を
認
め
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
た
。
ま
ず
関
ト
協
の

大
髙
会
長
ら
が
２
月
25
日
、

国
交
省
の
武
藤
浩
自
動
車
局

長
に
対
し
て
、
健
康
起
因
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
、
交
付

金
に
よ
る
助
成
を
要
望
し
た

の
に
続
き
、
全
ト
協
は
３
月

８
日
、
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
に
同
様
の

要
望
を
行
っ
て
い
た
。

団
体
と
し
て
活
動
を
展
開
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
し
、

山
積
課
題
の
解
決
に
向
け

「
前
に
進
む
協
会
運
営
に
努

め
る
」
と
述
べ
た
。

　
25
年
度
の
交
付
金
事
業
実

施
計
画
で
は
、
引
き
続
き

「
会
員
重
視
」「
支
部
重
視
」

の
視
点
で
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る

会
員
事
業
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業

を
拡
充
す
る
一

方
、
車
両
数
や
軽

油
使
用
量
の
減
少

な
ど
で
交
付
金
が

約
７
６
０
０
万
円

減
少
す
る
た
め
、

事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
計
画
を
策

定
し
た
。

　
新
規
施
策
と
し

て
は
、
各
支
部

（
地
域
会
員
）
が

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
３
月
26
日
、
新
宿
区
の
ヒ
ル

ト
ン
東
京
で
平
成
24
年
度
臨
時
総
会
を
開
催
し
、「
一
般
社

団
法
人
」
へ
の
移
行
登
記
や
平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
、
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
規
程
制
定

な
ど
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
。
新
法
人
移
行
に
伴
い

「
地
域
会
員
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
各
支
部
の
体
制
整
備

の
た
め
「
地
域
会
員
交
付
金
制
度
」
を
創
設
す
る
。

交
付
金
事
業
を
効
果
的
に
実

施
す
る
体
制
整
備
の
た
め

「
地
域
会
員
交
付
金
制
度
」

を
創
設
。
今
後
２
年
間
、
１

地
域
会
員
60
万
円
（
多
摩
支

部
90
万
円
・
八
丈
島
支
部
30

万
円
）
を
交
付
す
る
。

　
ま
た
、
近
年
、
増
加
傾
向

に
あ
る
健
康
起
因
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
、
定
期
健
康
診

断
受
診
率
向
上
の
た
め
の
実

証
調
査
（
予
算
２
千
万
円
・

２
万
人
分
）
を
３
年
間
実
施

す
る
。

　
24
年
度
か
ら
新
規
に
開
始

し
た
会
員
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
同
９
３
７
万
円
）
を
拡
充

し
、
集
合
相
談
会
（
講
習
）

を
行
う
と
と
も
に
、
協
会
業

務
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
５

千
部
）
を
作
成
す
る
。

　
業
界
の
社
会
的
地
位
向
上

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ

事
業
（
同
４
７
３
４
万
円
）

を
一
段
と
積
極
的
に
展
開

し
、
新
法
人
移
行
を
機
に
機

関
紙
「
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
時

報
」
を
各
区
市
町
村
・
図
書

館
へ
も
配
布
し
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紙
面
内
容
を
掲

載
す
る
。

　
緊
急
物
資
輸
送
体
制
の
整

備
（
同
１
３
６
２
万
円
）
と

し
て
、
昨
年
10
月
末
に
東
京

都
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ

き
、
都
災
害
備
蓄
倉
庫
の
運

用
メ
モ
作
成
や
Ｉ
Ｐ
無
線
機

の
追
加
配
備
、
お
よ
び
都
福

祉
保
健
局
と
の
合
同
訓
練
を

行
う
。

　
さ
ら
に
、
初
任
運
転
者
特

別
講
習
事
業
（
同
５
７
９
万

円
）
も
拡
充
し
、
本
部
で
の

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
大
髙
一
夫
会
長
）
は
４
月

１
日
、
従
来
の
「
社
団
法

人
」
か
ら
「
一
般
社
団
法

人
」
と
し
て
移
行
登
記
し
、

東
ト
総
合
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

で
除
幕
式
（
写
真
）
を
行
っ

た
。
除
幕
式
は
、
大
髙
会
長

は
じ
め
各
副
会
長
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
公
益
法
人
制
度

改
革
に
対
応
す
る
新
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
同
日
、
大
髙

会
長
は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に

『
共
に
進
め
よ
う
』
と
い
う

意
識
を
高
め
つ
つ
、
会
員
各

位
の
意
思
を
尊
重
し
た
合
意

形
成
に
努
め
、
一
丸
と
な
っ

て
業
界
の
発
展
、
社
会
的
地

位
向
上
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
出
し
た
。

開
催
回
数
を
12
回
（
土
・
日

曜
日
）
に
増
や
す
ほ
か
、
新

た
に
多
摩
地
区
で
も
６
回

（
平
日
）
開
催
す
る
。
警
視

庁
主
催
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

支
援
事
業
（
同
１
２
８
１
万

円
）
で
は
参
加
枠
を
２
千
人

増
や
し
て
１
万
４
千
人
と

し
、
達
成
チ
ー
ム
に
対
し
て

は
会
長
名
で
賞
状
を
交
付
す

る
。

２45６７

臨
時
総
会
で
諸
規
程
な
ど
制
定

「
前
に
進
む
協
会
運
営
」推
進
へ

一般社団法人としてスタート
4月1日に除幕式

貨物課長通達

交付金の健診助成認める

国交省

東 ト 協

東ト協

処
分
基
準
等
改
正
案
に
意
見
提
出

「
法
令
遵
守
」可
能
な
環
境
整
備
を

2013年（平成25年）
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国
土
交
通
省
は
、
先
に
自

動
車
運
送
事
業
の
監
査
方
針

や
行
政
処
分
基
準
な
ど
の
改

正
に
関
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
」（
３
月
６
日
〜

４
月
４
日
）
を
実
施
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
法
令

違
反
を
繰
り
返
す
悪
質
性
の

高
い
事
業
者
に
対
す
る
監
査

を
重
点
化
し
、
悪
質
な
法
令

違
反
な
ど
に
対
す
る
行
政
処

分
を
厳
し
く
す
る
一
方
、
軽

微
な
違
反
は
行
政
指
導
に
と

ど
め
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
改
正
内
容
に
つ
い

て
、
直
接
、
影
響
が
及
ぶ
運

送
業
界
は
じ
め
一
般
か
ら
の

意
見
な
ど
を
募
集
し
た
も
の

で
、
制
度
上
は
寄
せ
ら
れ
た

意
見
な
ど
を
考
慮
し
、
改
正

内
容
を
最
終
的

に
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。

　
そ
も
そ
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
パ
ブ
コ
メ
）
は
、

行
政
手
続
法
（
平
成
５
年
制

定
）
第
６
章
「
意
見
公
募
手

続
」
の
規
定
（
平
成
18
年
施

行
）
に
基
づ
く
制
度
。
行
政

に
対
し
、
政
省
令
の
改
廃
な

ど
に
際
し
て
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
意
見

公
募
の
期
間
は
、
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
30
日
以
上
と
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
行
政
の
意

思
決
定
の
透
明
性
を
高
め
る

目
的
で
導
入
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
事
前
に
改
正
内
容
を
公

開
し
、
こ
れ
に
対
す
る
意
見

を
考
慮
し
決
定
す
る
と
い
う

の
だ
か
ら
、
関
係
業
界
に
と

っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
制
度
と

言
え
よ
う
。

　
た
だ
問
題
は
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
が
ど
の
程
度
考
慮
さ

れ
、
政
省
令
の
改
廃
な
ど
に

反
映
さ
れ
た
の
か
、
改
正
内

容
に
変
更
が
生
じ
た
事
案
は

あ
っ
た
の
か
、
だ
ろ
う
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
関

係
の
パ
ブ
コ
メ
に
お
い
て
、

改
正
内
容
が
変
更
に
な
っ
た

と
い
う
よ
う
な
事
案
は
、
寡

聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

　
も
と
も
と
改
正
案
は
、
事

前
に
有
識
者
や
関
係
業
界
の

委
員
を
交
え
た
審
議
会
や
検

討
会
な
ど
に
諮
り
、
そ
の
審

議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
行

政
が
精
査
を
重

ね
た
上
で
ま
と

め
る
わ
け
だ
か

ら
、
変
更
を
要

す
る
ほ
ど
の
意
見
が
出
る
余

地
は
、
あ
ま
り
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
監
査
方
針
や
行
政
処
分
基

準
の
改
正
案
も
、「
自
動
車

運
送
事
業
者
に
対
す
る
監
査

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
中
間
と
り
ま
と
め
（
昨

年
10
月
）
を
踏
ま
え
、
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
の
改
正
案
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
パ
ブ
コ
メ
に

は
様
々
な
異
論
や
問
題
な
ど

が
提
起
さ
れ
る
。
直
接
、
影

響
を
受
け
る
業
界
と
し
た

ら
、
や
は
り
、
そ
の
受
け
止

め
は
行
政
と
は
異
な
り
「
も

っ
と
業
界
実
態
を
考
慮
し
て

ほ
し
い
」
と
な
る
。

　
た
だ
実
際
は
、
あ
た
か
も

「
通
過
儀
礼
」
の
ご
と
く
、

パ
ブ
コ
メ
終
了
後
間
も
な

く
、
改
正
政
省
令
な
ど
が
公

布
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
。

　
こ
う
し
た
パ
ブ
コ
メ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、「
ど
う
せ

結
論
あ
り
き
だ
ろ
う
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
。
い
ち
い
ち

個
別
的
な
意
見
な
ど
を
考
慮

し
て
い
た
ら
切
り
が
な
い
の

は
わ
か
る
が
、「
も
う
少
し

は
耳
を
傾
け
て
く
れ
て
も
」

と
い
う
思
い
が
、
関
係
す
る

業
界
に
は
あ
る
は
ず
だ
。

　
（
Ｙ
）

　
東
京
商
工
会

議
所
は
、
東
京

都
に
対
す
る
平

成
25
年
度
中
小

企
業
対
策
に
関

す
る
重
点
要
望

の
一
つ
に
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
か
ね
て
要
望
活
動
を

展
開
し
て
い
る
駐
車
対
策
の

推
進
を
盛
り
込
む
方
針
だ
。

　
東
商
は
３
月
25
日
に
中
小

企
業
委
員
会
を
開
催
し
、
25

年
度
中
小
企
業
対
策
に
関
す

る
重
点
要
望
（
骨
子
案
）
に

つ
い
て
審
議
。こ
の
中
で「
東

京
の
活
力
強
化
」
に
向
け
た

都
市
基
盤
・
機
能
の
拡
充
の

一
環
と
し
て
、
円
滑
な
物
流

の
確
保
対
策
を
盛
り
込
み
、

具
体
的
に
は
物
流
拠
点
の
整

備
や
駐
車
規
制
の
緩
和
、
荷

捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
要

望
す
る
方
針
だ
。

　
東
ト
協
は
、
放
置
駐
車
に

対
す
る
取
り
締
ま
り
強
化
に

よ
り
、
日
常
の
集
配
業
務
に

支
障
を
来
す
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
に
入

り
、
改
め
て
駐
車
規
制
の
緩

和
や
駐
車
・
荷
捌
き
施
設
の

整
備
な
ど
を
求
め
る
要
望
活

動
を
展
開
。
１
月
31
日
に
警

視
庁
交
通
部
長
、
２
月
12
日

に
は
東
京
都
知
事
あ
て
に
駐

車
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
東
商
が
２
月
に

都
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催

し
た
「
移
動
中
小
企
業
委
員

会
」
で
、
東
商
中
小
企
業
委

員
会
副
委
員
長
を
務
め
る
東

ト
協
の
大
髙
一
夫
会
長
は
じ

め
、
東
商
各
支
部
役
員
を

務
め
る
東
ト
協
会
員
事
業
者

が
、
こ
う
し
た
駐
車
規
制
の

緩
和
な
ど
を
求
め
る
要
望
活

動
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解

と
協
力
を
要
請
し
た
。

　
こ
う
し
た
働
き
か
け
に
よ

り
、
25
年
度
中
小
企
業
対
策

要
望
の
重
点
事
項
に
、
駐
車

対
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
見
通

し
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　
関
運
局

　
　
自
交
部
長
に
奈
良
氏

　
関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通

部
長
に
、
４
月
１
日
付
で
奈

良
和
美
氏
（
奈
良
県
知
事
公

室
次
長
）
が
就
任
し
た
。
前

部
長
の
秋
田
未
樹
氏
は
本
省

総
合
政
策
局
政
策
課
政
策
企

画
官
に
異
動
。

　
国
土
交
通
省
人
事

（
４
月
１
日
）

　
自
動
車
局
貨
物
課
長
補
佐

（
自
動
車
検
査
独
立
行
政
法

人
総
務
部
経
営
管
理
室
経
営

管
理
課
長
）
島
田
利
夫
▽
同

局
貨
物
課
専
門
官
（
関
東
運

輸
局
茨
城
運
輸
支
局
首
席
運

輸
企
画
専
門
官
）
大
森
勝

　
関
東
運
輸
局
人
事

　
（
４
月
１
日
）

　
自
動
車
交
通
部
長
（
奈
良

県
知
事
公
室
次
長
）
奈
良
和

美
▽
交
通
環
境
部
長
（
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
共
済
業

務
室
長
）
佐
藤
英
之
▽
自
動

車
交
通
部
次
長
（
自
動
車
局

貨
物
課
長
補
佐
）
日
置
滋
▽

自
動
車
監
査
指
導
部
長
（
千

葉
運
輸
支
局
長
）
門
井
正

則
▽
自
動
車
監
査
指
導
部
首

席
自
動
車
監
査
官
（
東
京
運

輸
支
局
首
席
運
輸
企
画
専
門

官
）
成
田
斉
▽
自
動
車
技
術

安
全
部
技
術
課
長
（
自
動
車

検
査
独
立
行
政
法
人
関
東
検

査
部
検
査
課
長
）
田
島
克
彦

▽
総
務
部
人
事
課
長
（
東
京

運
輸
支
局
首
席
運
輸
企
画
専

門
官
）
遠
藤
恭
弘
▽
自
動
車

監
査
指
導
部
次
長
（
軽
自
動

車
検
査
協
会
技
術
部
技
術
課

長
）
渡
辺
耕
作
▽
自
動
車
技

術
安
全
部
整
備
課
長
（
自
動

車
技
術
安
全
部
保
安
・
環
境

課
長
）
森
谷
光
治
▽
同
部
保

安
・
環
境
課
長
（
自
動
車
局

技
術
政
策
課
長
補
佐
）
古
川

一
美

　
東
京
運
輸
支
局
次
長
（
軽

自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管

事
務
所
足
立
支
所
長
）
楠
政

則
▽
同
（
総
務
部
総
務
課

長
）
高
橋
哲
哉
▽
総
務
部
総

務
課
長
（
交
通
環
境
部
環
境

課
長
）
井
端
直
行
▽
交
通
環

境
部
環
境
課
長
（
関
東
地
方

整
備
局
建
政
部
土
地
市
場
監

視
官
）
鈴
木
孝
行
▽
自
動
車

交
通
部
貨
物
課
長
（
千
葉
運

輸
支
局
首
席
運
輸
企
画
専
門

官
）
齋
藤
隆

 

東
京
主
管
支
所

　
25
年
度
運
管
基
礎
講
習

前
期
分
は
５
〜
８
月
に

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
東
京
主
管

支
所
は
、
平
成
25
年
度
「
運

行
管
理
者
等
基
礎
講
習
」（
前

期
分
）
を
５
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
開
催
す
る
。
受
講
予

約
は
４
月
５
日
か
ら
受
付
開

始
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受

付
終
了
）。

　
講
習
（
貨
物
）
の
日
程
・

会
場
・
定
員
は
下
表
の
と
お

り
。
講
習
手
数
料
は
８
５
０

０
円
。
講
習
は
３
日
間
の
日

程
で
行
い
、
時
間
は
１
日
目

が
午
前
10
時
15
分
か
ら
午
後

４
時
45
分
ま
で
、
２
・
３
日

目
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま

で
。
３
日
間
す

べ
て
の
講
習
修

了
者
に
は
修
了

証
明
書
を
交
付

す
る
。

　
受
講
申
し
込

み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る

予
約
で
行
い
、

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://

w
w
w
.nasva.

go.jp

）の「
講

習
の
予
約
は
こ

ち
ら
か
ら
」
に

ア
ク
セ
ス
し
て

予
約
。
予
約
完

了
時
に
は
必
ず
「
ナ
ス
バ
講

習
予
約
確
認
書
」
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
、
講
習
当
日
に

持
参
。

　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利

用
で
き
な
い

場
合
は
、
電

話
な
ど
で
も

対
応
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
に
連

絡
を
）。

　
▽
問
い
合

わ
せ
先
＝
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
東

京
主
管
支

所
講
習
担

当
（
墨
田

区
錦
糸
１

の
２
の
１
ア

ル
カ
セ
ン
ト

ラ
ル
ビ
ル
８

階
）、
☎
03
・
３
６
２
１
・
９

９
４
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
６

２
１
・
９
９
４
４
。

東
商

フ
ァ
イ
ル

奈良氏

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
義
は

中小企業対策／重点事項東京商工
会 議 所  駐車規制緩和を要望へ

行
政
の「
意
見
公
募
」制
度

「
結
論
あ
り
き
」の
指
摘
も

25年度運行管理者等基礎講習の日程と会場 （前期分）
講 習 日 会 場 定 員

５月13日（月）～15日（水） 東京トラック事業健保会館 190人
５月27日（月）～29日（水） 江戸川区総合文化センター 180人
６月10日（月）～12日（水） 板橋区立文化会館 210人
６月24日（月）～26日（水） 東京都トラック総合会館 140人
７月３日（水）～５日（金） ルミエール府中 230人
８月７日（水）～９日（金） 板橋区立文化会館 210人

第1029号 （２）総　合２０13年（平成25年）４月10日



　国土交通省自動車局は４月１日付で
貨物課長通達を発し、運輸事業振興助
成交付金による定期健康診断の受診料
助成を認めることにした。近年、健康状
態に起因する交通事故が増えているが、
トラック運送業界の健診受診率は芳しく
ないのが実情。そこで、受診率向上を
狙いに当面３年間、助成を認めることに
したものだ。健康起因事故の防止にはま
ず運転者に健診を受診させ、健康管理
を徹底する必要がある。それが助成措
置の継続にもつながるはずだ。

　

交
付
金
に
よ
る
健
診
助
成

は
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、

平
成
18
年
の
通
達
な
ど
で
、

交
付
金
の
使
途
を
事
業
適
正

化
や
安
全
・
環
境
対
策
に
重

点
化
す
る
観
点
か
ら
、
控
え

る
よ
う
通
達
さ
れ
、
認
め
ら

れ
な
く
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
回
、
業
界
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
、
こ
の
方
針
を
見

直
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
背

景
は
近
年
の
健
康
起
因
事
故

の
増
加
だ
。

　

国
交
省
の
事
業
用
自
動
車

事
故
統
計
に
よ
る
と
、
ト
ラ

ッ
ク
の
健
康
起
因
事
故
は
運

転
者
の
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
増
え
て
お
り
、
23
年
は
42
件

と
前
年
よ
り
19
件
も
多
い
。

死
亡
し
た
運
転
者
の
う
ち
心

筋
梗
塞
が
11
人
と
最
も
多
く
、

次
い
で
く
も
膜
下
出
血
の
７

人
で
、
心
臓
・
脳
関
係
の
疾

患
が
大
半
を
占
め
る
。

　

生
活
習
慣
病
や
、
業
界
で

か
ね
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
も
、
こ

う
し
た
疾
患
に
つ
な
が
る
リ
ス

ク
が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
件
数
は
重

大
事
故
と
し
て
報
告
さ
れ
た

も
の
だ
け
で
あ
り
、
潜
在
的

に
は
、
健
康
状
態
や
体
調
不

良
な
ど
が
影
響
し
た
事
故
は

も
っ
と
多
い
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
運
転
者
の

健
康
管
理
に
は
日
頃
か
ら
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
業
界
に
お
け

る
健
診
受
診
率
は
30
％
程
度

と
低
い
の
が
実
情
。
し
か
も
、

健
診
で
の
有
所
見
率
（
健
康

上
の
問
題
が
判
明
す
る
割

合
）
は
約
60
％
と
全
産
業
平

均
よ
り
高
い
水
準
に
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
運
転
者
の
健
康

状
態
は
、
あ
ま
り
芳
し
く
な

い
の
が
実
情
だ
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
運
転
者
に
健

診
受
診
を
徹
底
し
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
生
活
習

慣
の
改
善
な
ど
を
指
導
す
る

必
要
が
あ
る
。
労
働
安
全
衛

生
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

昨
年
４
月
の
高
速
ツ
ア
ー

バ
ス
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を

契
機
に
、
過
労
運
転
防
止
を

は
じ
め
適
正
な
運
行
管
理
の

実
施
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
当
然
、
運
転
者
の
健
康

管
理
を
含
め
て
の
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
生
活
習

慣
病
な
ど
に
よ
る
疾
患
と
は

異
な
る
が
、
悪
質
運
転
な
ど

に
対
し
て
新
た
な
罰
則
を
規

定
す
る
新
法
制
定
が
予
定
さ

れ
、
病
気
（
て
ん
か
ん
な
ど

想
定
）の
影
響
で
正
常
な
運
転

に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
状
態
で
死
傷
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
危
険
運
転
致
死

傷
罪
と
し
て
処
罰
す
る
方
向

と
い
う
。

　

業
界
の
業
務
実
態
か
ら
し

て
、
運
行
前
の
点
呼
な
ど
で

運
転
者
の
健
康
状
態
を
ど
こ

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
か
疑
問

な
面
が
あ
り
、
さ
ら
に
生
活

習
慣
の
改
善
な
ど
ま
で
指
導

す
る
の
は
、
忙
し
い
日
常
業

務
の
中
で
、
そ
こ
ま
で
な
か

な
か
手
が
回
ら
な
い
の
が
実

情
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
、
事
業
者
と
し
て

は
、
健
康
管
理
は
基
本
的
に

は
運
転
者
の
個
々
の
自
己
責

任
に
お
い
て
、
き
ち
ん
と
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
本
音
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
一
旦
、
健
康
状

態
や
体
調
不
良
な
ど
に
起
因

す
る
と
み
ら
れ
る
重
大
事
故

を
起
こ
せ
ば
、
健
康
管
理
面

を
含
め
運
行
管
理
状
況
が
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
の

結
果
、最
低
限
の
対
応
と
し

て
定
期
健
診
さ
え
受
診
さ
せ

て
い
な
い
と
な
れ
ば
、
事
業
者

の
責
任
が
問
わ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
。

　

交
付
金
に
よ
る
健
診
助
成

を
機
に
、
改
め
て
受
診
徹
底

を
期
す
必
要
が
あ
る
。

（ 

ラ
イ
タ
ー
　
山
上 

達
三 

）

　
運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
４
月
２
日
、
平
成
24
年

度
第
２
回
運
行
管
理
者
試
験

（
貨
物
）の
合
格
者
を
発
表
し

た
。
東
京
会
場
で
受
験
し
た

合
格
者
は
５
６
５
人（
合
格

率
28
・
６
％
）だ
っ
た
。
な

お
、
全
国
の
合
格
者
数
は
５

５
３
５
人（
同
24
・
３
％
）。

　
全
国
の
合
格
者
の
う
ち
、

実
務
経
験
者
は
２
５
７
９
人

（
同
18
・
３
％
）、
講
習
受
講

者
は
２
９
５
６
人（
同
34
・

１
％
）。
東
京
会
場
の
合
格

者
の
う
ち
実
務
経
験
者
は
２

７
９
人（
同
22
・
４
％
）、
講

習
受
講
者
は
２
８
６
人
（
同

39
・
１
％
）
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
☆

　
今
回
の
試
験
に
は
全
国
で

２
万
４
９
５
６
人
が
受
験
申

請
し
、
２
万
２
７
９
２
人
が

受
験（
受
験
率
91
・
３
％
）。

ま
た
東
京
会
場
で
は
２
２
０

６
人
が
受
験
申
請
し
、
１
９

７
５
人
が
受
験
（
同
89
・
５

％
）
し
た
。

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
は

５
月
か
ら
、保
有
車
両
５
両

未
満
の
事
業
者
に
対
し
て
も

運
行
管
理
者
選
任
を
義
務
付

け
る
。
こ
れ
に
よ
り
特
殊
な

輸
送
な
ど
を
除
き
、
す
べ
て

の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
選
任

を
義
務
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
３
月
29
日
付
で
、
こ
の
た

め
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

輸
送
安
全
規
則
を
一
部
改
正

す
る
省
令
を
公
布
、
５
月
１

日
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改

正
省
令
公
布
の
時
点
で
既
に

５
両
割
れ
の
事
業
者
に
対
し

て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
平

成
26
年
４
月
30
日
ま
で
１
年

間
義
務
付
け
を
猶
予
す
る
。

　
ま
た
、
同
日
付
で
適
正
化

事
業
実
施
機
関
か
ら
悪
質
性

の
高
い
営
業
所
を
国
に
速
報

・
報
告
さ
せ
る
通
達
（
安
全

政
策
課
長
・
貨
物
課
長
・
整

備
課
長
通
達
）
を
発
出
。
指

導
時
に
発
見
し
た
不
適
切
な

業
務
に
つ
い
て
、
運
輸
支
局

へ
の
速
報
・
定
期
的
報
告
を

求
め
る
も
の
で
、
施
行
は
10

月
１
日
。

　
速
報
対
象
は
、
①
点
呼
を

全
く
実
施
し
て
い
な
い
②
運

行
管
理
者
ま
た
は
整
備
管
理

者
が
全
く
存
在
し
て
い
な
い

③
定
期
点
検（
３
か
月
点
検

・
12
か
月
点
検
）を
全
く
実
施

し
て
い
な
い
︱
︱
と
疑
わ
れ

　
政
府
は
３
月
22
日
、
「
消

費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転

嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税

の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の

是
正
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
消
費
税
増
税
分
の
円
滑
か

つ
適
正
な
転
嫁
の
た
め
、
税

制
抜
本
改
革
法
で
独
占
禁
止

法
や
下
請
法
の
特
例
に
関
す

る
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
の
時
限
的
措
置
。

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算

に
よ
る
「
先
進
環
境
対
応
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
等
の

導
入
に
対
す
る
補
助
」
（
予

算
額
15
億
円
・
１
５
０
０
台

分
）
の
申
請
受
付
を
３
月
25

日
（
午
後
５
時
ま
で
）
で
終

了
し
た
。

　
３
月
21
日
の
時
点
で
累
計

申
請
が
既
に
１
２
５
７
台
に

達
し
た
こ
と
か
ら
、
同
25
日

で
受
付
を
打
ち
切
る
こ
と
に

し
た
も
の
。

　
な
お
、
同
日
の
受
付
時
間

内
の
申
請
で
も
、
申
請
額
が

予
算
を
超
過
し
た
場
合
に
は

補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

る
営
業
所
。

　

定
期
的
報
告（
概
ね
１
か

月
ご
と
）
事
案
は
、①
巡
回

指
導
に
お
け
る
評
価
が「
大

変
悪
い
」（
Ｅ
評
価
）営
業
所

で
、
指
導
に
対
し
３
か
月
以

内
に
改
善
措
置
を
講
じ
な
い

も
の
②
巡
回
指
導
を
拒
否
す

る
営
業
所
③
社
会
保
険
・
労

働
保
険
に
未
加
入
の
営
業
所

（
一
部
未
加
入
を
含
む
）。

　
さ
ら
に
、
運
輸
支
局
と
適

正
化
事
業
実
施
機
関
に
よ
る

定
例
会
議
を
設
置
し
、
①
悪

質
で
あ
る
が
、
構
成
要
件
該

当
性
の
判
断
が
困
難
な
違
反

が
疑
わ
れ
る
営
業
所
②
記
録

簿
の
改
ざ
ん
が
疑
わ
れ
る
営

業
所
③
巡
回
指
導
評
価
が

「
悪
い
」（
Ｄ
評
価
）営
業
所

で
、
指
導
に
対
し
３
か
月
以

内
に
改
善
措
置
を
講
じ
な
い

も
の
︱
︱
に
つ
い
て
個
別
に

相
談
す
る
。

　自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）東京主管
支所は、平成 25 年度「適性診断活用講座」を
開催する。運行管理者などが適性診断結果を
用いて、乗務員により効果的に指導・助言を
行うための講座で、年間延べ 17 回開催。受
講料２５００円。
　〈 開催日程 〉４月 26日 ▽５月24日 ▽６月
21日 ▽７月 26日 ▽８月23日 ▽９月６日・
26日 ▽10月11日・25 日 ▽11 月８日・22
日 ▽12 月６日・20日 ▽ 平成 26 年１月 24
日 ▽同２月７日・21日 ▽同３月 14 日（受講
日は、第３希望日まで申し込み可能）。
　受講に当たっては事前に運転者適性診断を
受診し、受講当日に診断票を持参のこと。
　開催時間はいずれも午後１時から４時45
分まで、会場はＮＡＳＶＡ東京主管支所（７
階研修室）。定員 20人（先着受付順）。
　 ▽問い合わせ・申し込み先＝ＮＡＳＶＡ東
京主管支所適性診断担当（☎ 03 −３６２１−
９９４１、ＦＡＸ 03 −３６２１−９９４４）。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
か
ね
て
消
費
税
増
税
に

伴
う
運
賃
へ
の
転
嫁
対
策
と

し
て
、
転
嫁
・
表
示
の
方
法

決
定
に
か
か
る
共
同
行
為
の

独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外

や
、
す
べ
て
の
取
引
を
『
消

費
税
の
転
嫁
拒
否
行
為
の
是

正
に
関
す
る
特
別
措
置
』
の

対
象
と
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
た
。

　
特
措
法
案
に
は
こ
う
し
た

措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
全
ト
協
は
同
日
、
同

法
案
を
評
価
し
早
期
の
成
立

を
希
望
す
る
旨
の
声
明
を
発

表
し
た
。

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、

新
た
な
契
約
保
養
所・
レ
ジ

ャ
ー
施
設
と
し
て「
東
京
サ

マ
ー
ラ
ン
ド
」（
あ
き
る
野
市

上
代
継
白
岩
６
０
０
番
地
）

と
契
約
し
た
。
４
月
か
ら
会

員
事
業
者
（
従
業
員
と
そ
の

家
族
な
ど
）
は
割
安
料
金
で

利
用
で
き
る
。

　

健
康
相
談
カ
ー
ド
な
ど
を

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
窓
口
で
提
示

す
れ
ば
、割
引
料
金（
１
０
０

～
３
０
０
円
引
き
）の
適
用
が

受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大

人
の
場
合
、
フ
リ
ー
パ
ス
は
通

常
時
期
２
９
０
０
円（
１
０
０

円
引
き
）、
夏
季
４
２
０
０

円（
３
０
０
円
引
き
）と
な

る
。
健
康
相
談
カ
ー
ド
な
ど

や
利
用
案
内
は
各
支
部
を
通

じ
て
配
布
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
24
年
度

は
新
規
に
東
急
ホ
テ
ル
ズ
・

ホ
テ
ル
東
急
ビ
ズ
フ
ォ
ー

ト（
全
国
48
か
所
）や
東
京
ト

ラ
ッ
ク
事
業
厚
生
年
金
基
金

「
菅
平
保
養
所
」
と
契
約
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
施
設
管
理
課
（
☎
03
・
３

３
５
９・４
１
３
３
）
へ
。

国  交 省

先進環境ディ車補助
３月25日受付終了

        

24
年
度 

第
２
回

運
行
管
理
者
試
験（
貨
物
）

 

東
京
会
場
で
は

５
６
５
人
合
格

消費税の転嫁対策
特 別 措 置 法 案
閣議決定

国
交
省　

改
正
省
令
５
月
施
行

 

５
両
未
満
事
業
者
に
も

 

運
行
管
理
者
義
務
付
け

東
ト
協
・
新
規
保
養
施
設

「
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
」

 
                            

と
契
約

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ　

東
京
主
管
支
所

適
性
診
断
活
用
講
座
　
受
講
者
を
募
集
中
！

運転者の健康管理が課題に
交付金助成を機に健診徹底を

健
康
起
因
事
故
が
増
加
傾
向

（３） 第1029号経 営 ２０13年（平成25年）４月10日



16
日　
食
糧
専
門
部
会
砂
糖

委
員
会（
～
17
日
）

18
日　
事
務
局
部
長
会
▽
経

営
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー
▽
サ

ポ
ー
ト
事
業（
～
19
日
）▽

労
務
厚
生
委
員
会
▽
グ
リ

ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
19
日
）

19
日　
青
年
部
正
副
本
部
長

会
20
日　
ロ
ジ
研
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ

21
日　
女
性
部
正
副
本
部
長

会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業（
～

22
日
）

22
日　
指
導
監
査
▽
経
営
者

実
務
セ
ミ
ナ
ー
▽
海
上
コ

ン
テ
ナ
専
門
部
会
業
務
委

員
会

25
日　
事
務
局
部
長
会
▽
福

利
厚
生
対
策
事
業
研
修
会

▽
サ
ポ
ー
ト
事
業

26
日　
正
副
会
長
会
議
▽
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺
児

等
助
成
財
団
理
事
会
・
評

議
員
会
▽
臨
時
総
会

27
日　
三
組
織
連
絡
会
▽
サ

ポ
ー
ト
事
業
▽
海
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会
定
例
役
員

会
▽
資
材
燃
料
委
員
会

29
日　
運
賃
問
題
検
討
委
員

会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
栗
田
　
吉
雄
氏
（
栗
田
梱

包
運
輸
代
表
取
締
役
・
北
支

部
）３
月
30
日
に
死
去
、77
歳
。

通
夜
は
４
月
３
日
、告
別
式

は
同
４
日
に
そ
れ
ぞ
れ
北
区

浮
間
の
北
区
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
で
。喪
主
は
妻
・千
賀
子

さ
ん
。

16
日
㈫　
10
時
30
分
＝
生
コ

ン
専
門
部
会
役
員
会（
東

ト
総
合
会
館
）

17
日
㈬　
10
時
30
分
＝
鉄
鋼

専
門
部
会
役
員
会（
東
ト

総
合
会
館
）▼
11
時
＝
海

上
コ
ン
テ
ナ
専
門
部
会
定

例
役
員
会（
国
際
コ
ン
テ

ナ
輸
送
㈱
京
浜
支
店
）▼

16
時
＝
ロ
ジ
研
正
副
本
部

長
会
議（
同
）

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
に
、
次
の
方

か
ら
３
月
26
日
に
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

◇
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通

安
全
緑
十
字
の
会

【
板
橋
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
ハ
イ
シ
ス
テ

ム
＝
板
橋
区
坂
下
３
の
４
の

１
▽
☎
03
・
３
９
６
６
・
３

９
５
０
▽
一
般
貨
物
（
普
通

車
１
台
、
小
型
車
５
台
）

【
多
摩
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
ビ
ー
ワ
ン
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
＝
三
鷹
市
深

大
寺
１
の
13
の
12
、
２
Ｆ
▽

  

東
ト
協
本
部
事
務
局
人
事

　

退
職（
適
正
化
事
業
部
次

長
）八
木
澤
孝
▽
退
職（
適
正

化
事
業
部
次
長
）牛
尼
幸
彦        

                （
３
月
31
日
）

　
適
正
化
事
業
部
部
長
代
理

（
新
規
採
用
）小
沼
進
一   

                （
４
月
１
日
）

　
●
事
業
振
興
部
事
業
振
興

第
一
課
お
よ
び
第
二
課
を
統

合
し
、
事
業
振
興
課
に
組
織

変
更

　
事
業
振
興
部
次
長
、
事
業
振

興
課
課
長
事
務
取
扱（
事
業
振

興
第
一
課
課
長
事
務
取
扱
）

遠
藤
雅
弘
▽
同
部
事
業
振
興

課
課
長
補
佐（
事
業
振
興
第

一
課
・
第
二
課
課
長
補
佐
）

井
上
豪  　
　

  （
４
月
１
日
）

☎
０
４
２
２
・
31
・
９
８
７

３
▽
一
般
貨
物（
小
型
車
９

台
）、利
用
運
送
、軽
車
両
等

運
送（
軽
貨
物
車
２
台
）

18
日
㈭　
10
時
30
分
＝
セ
メ

ン
ト
専
門
部
会
役
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

23
日
㈫　
10
時
30
分
＝
紙
・

パ
ル
プ
専
門
部
会
役
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）▼
14
時

＝
環
境
対
応
支
援
策
説
明

会（
同
）▼
15
時
＝
引
越
専

門
部
会
役
員
・
二
委
員
会

の
合
同
会
議（
同
）▼
16
時

＝
東
京
都「
貨
物
輸
送
評
価

制
度
」説
明
会（
同
）▼
18

時
＝
木
材
専
門
部
会
全
体

会
議（
ル
ー
ト
イ
ン
東
京
東

陽
町
）

24
日
㈬　
10
時
30
分
＝
都
庁・

区
役
所
専
門
部
会
役
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）▼
15
時

＝
出
版
・印
刷
・製
本
・取

次
専
門
部
会
正
副
部
会
長

　
・
監
事
合
同
会
議（
同
）

26
日
㈮　
11
時
＝
正
副
会
長

会
議（
東
ト
総
合
会
館
）▼

13
時
＝
総
務
委
員
会
・
常

任
理
事
会
合
同
会
議（
同
）

▼
14
時
30
分
＝
常
任
理
事

会・理
事
会
合
同
会
議（
同
）

▼
16
時
＝
三
組
織
連
絡
会

（
同
）

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
資

材
燃
料
委
員
会
（
志
村
正
之

委
員
長
）
は
３
月
27
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
平
成
24
年
度

第
３
回
委
員
会
を
開
催
。
東

　
東
ト
協
は
３
月
25
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
第
２
回
福
利

厚
生
対
策
事
業
研
修
会
を
開

催
。
横
浜
労
災
病
院
勤
労
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

長
の
山
本
晴
義
氏
が
「『
今

求
め
ら
れ
て
い
る
、
企
業
の

た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
』

―
ス
ト
レ
ス
１
日
決
算
主
義

の
す
す
め
―
」、
交
通
事
故

総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
研
究
員

の
菅
谷
好
考
氏
が
「『
統
計

に
学
ぶ
事
故
防
止
策
』
―
如

何
に
事
故
を
無
く
す
る
に
は

―
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
た
。

　
冒
頭
、
労
務
厚
生
委
員
長

の
水
野
功
副
会
長
が
「
新
入

社
員
の
受
け
入
れ
を
前
に
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の

研
修
を
行
い
、
必
要
な
労
務

管
理
対
策
を
お
願
い
す
る
」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
事
故

事
例
の
映
像
を
活
用
し
て
研

修
を
行
う
な
ど
、
事
故
防
止

の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
。

　
山
本
氏
は
、
労
働
者
の
心

の
健
康
を
保
つ
に
は
、
労
働

者
自
身
が
ス
ト
レ
ス
に
気
づ

き
、
対
処（
セ
ル
フ
ケ
ア
）す

る
と
と
も
に
、
管
理
・
監
督

者
が
職
場
環
境
を
把
握
・
改

善
し
、
労
働
者
か
ら
の
相
談

に
対
応
（
ラ
イ
ン
ケ
ア
）
す

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。「
普

段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
変
化
に
気
づ
き
、
よ
く

話
を
聴
く
こ
と
を
心
が
け
る

よ
う
な
労
務
管
理
が
大
切
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
発
散
法

と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

運
動
・
労
働
・
睡
眠
・
休
養
・

食
事
に
よ
っ
て
毎
日
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
「
１
日
決
算

主
義
」
を
勧
め
た
。

　
菅
谷
氏
は
、
平
成
23
年
の

事
業
用
自
動
車
の
交
通
事
故

発
生
状
況
を
統
計
的
に
分

析
。
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
追
突

死
亡
事
故
や
人
対
車
両
の
事

故
の
事
例
、
お
よ
び
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
映
像
を
使
い

な
が
ら
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

の
分
析
と
防
止
対
策
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　
追
突
事
故
の
直
接
的
原
因

は
運
転
者
に
あ
る
た
め
、
安

全
意
識
を
高
め
運
転
習
慣
を

改
善
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
経
営
ト
ッ

プ
自
ら
が
安
全
意
識
を
高

め
、
全
社
的
に
安
全
対
策
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
強
調

し
た
。

　東ト協は４月23 日、平成25年度環境対
応支援策説明会（午後２時〜３時30 分）お
よび東京都「貨物輸送評価制度」説明会（午
後４時〜５時）を開催する。会場は東ト総
合会館７階大会議室。
　参加申し込み期限は４月19 日（厳守）。
定員120人（定員になり次第締め切り）。

東  ト  協

環境対応支援策と
「貨物輸送評価制度」説明会

４月 23 日に開催

　環境対応支援策としては低公害車導入補
助制度や省エネ対策用機器等（ＥＭＳ・Ｄ
Ｒ・アイドリングストップ支援機器）導入補
助制度、東京都の融資制度・補助事業、東
ト協の近代化基金融資制度、信用保証協会
の保証料助成、グリーン・エコプロジェクト
事業について説明。また、25 年度から都が
本格実施する「貨物輸送評価制度」などに
ついても説明する。
　【問い合わせ・申し込み先】＝東ト協環境部

（☎03−3359−3617、ＦＡＸ03−3359−6674）。
参加申込書に記入の上、ＦＡＸ送信。

　
東
ト
協
は
３
月
22
日
、

東
ト
総
合
会
館
で
第
５
回

経
営
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
イ
ー
ン
ス
パ
イ

ア
代
表
取
締
役
の
横
田
秀

珠
氏
が「
０
円
で
で
き
る

Facebook

（
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）を
使
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
活
用
術
」と
題
し
て

講
演
し
た
。

　
横
田
氏
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と
リ
ス
ク

に
つ
い
て
説
明
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情

報
の
伝
達
・
共
有
化
が
可
能

に
な
り
、だ
れ
で
も
情
報
を

発
信
で
き
る
総
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
時
代
に
な
っ
て
き
た

が
、
こ
う
し
た
中
で
撮
影
写

真
の
肖
像
権
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
、
文
章

力
低
下
な
ど
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
と
異
な
り

「
実
名
で
の
利
用
が
原
則
」だ

が
、
実
名
公
開
へ
の
懸
念
に

つ
い
て
、
電
話
帳
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、
リ
ス
ト

機
能
で
の
グ
ル
ー
プ
分
け
な

ど
も
可
能
と
紹
介
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
利
用
す
る
場
合
に
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
お
い

て
、
実
社
会
で
の「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
顔
」と
「
仕
事
の

顔
」
を
使
い
分
け
る
こ
と
が

重
要
と
指
摘
。
中
小
事
業
者

の
場
合
、「
消
費
者
が
社
長
の

人
柄
を
見
て
信
用
で
き
る
会

社
と
判
断
す
れ
ば
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

ト
協
と
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、

先
に
茂
木
敏
充
経
済
産
業
大

臣
に
軽
油
価
格
高
騰
対
策
を

要
望
し
た
こ
と
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
燃
料
高

騰
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

　
東
ト
協
の
大
髙
一
夫
会
長

と
東
ト
協
連
の

古
屋
芳
彦
会
長

（
東
ト
協
副
会

長
）、お
よ
び
両

組
織
の
資
材
燃

料
委
員
会
・
燃

料
委
員
会
の
各

正
副
委
員
長
ら

が
３
月
12
日
、

経
産
省
を
訪
れ
、

直
接
、茂
木
大

臣
や
菅
原
一
秀

副
大
臣
に
旧
暫

定
税
率
の
廃
止

や
一
次
凍
結
、

お
よ
び
補
助
金

制
度
の
創
設
を

要
望
し
た
。

　
志
村
委
員
長
は
３
月
４
日

に
資
材
燃
料
委
の
正
副
委
員

長
会
議
で
協
議
し
、
急
遽
、

要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨

説
明
し
、
今
後
と
も
価
格
動

向
を
注
視
し
対
応
を
強
化
し

て
い
く
考
え
を
強
調
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
最
近
の

軽
油
価
格
高
騰
・
高
止
ま
り

に
つ
い
て
、１
㍑
当
た
り
「
３

ケ
タ（
１
０
０
円
以
上
）に
な

る
と
き
つ
い
」な
ど
と
し
て
、

旧
暫
定
税
率
の
廃
止
や
凍
結

を
求
め
る
意
見
が
相
次
い
だ

ほ
か
、
公
的
に
一
定
価
格
に

制
限
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

る
意
見
も
出
た
。

　
ま
た
、
同
委
員
会
は
23
年

の
東
日
本
大
震
災
後
、
緊
急

時
の
燃
料
確
保
対
策
を
ま
と

め
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
の

要
望
事
項
に
関
す
る
対
応
状

況
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
備
え
と
し
て
具

体
的
な
燃
料
確
保
・
給
油
体

制
な
ど
を
検
討
し
て
お
く
必

要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
な
ど
代

替
燃
料
の
動
向
や
活
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
、調
査
・

研
究
し
て
い
く
べ
き
と
い
っ

た
意
見
が
出
た
。

　
同
日
は
こ
の
ほ
か
、
最
近

の
燃
料
価
格
動
向
や
、
都
内

に
お
け
る
災
害
対
応
型
給
油

ス
タ
ン
ド（
中
核
Ｓ
Ｓ
）選
定

を
め
ぐ
る
情
勢
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　
な
お
、
同
日
は
議
事
に
先

立
ち
、
日
野
自
動
車
の
山
本

昌
史
技
術
管
理
部
技
術
渉
外

室
長
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
技
術
に
つ
い
て
講
演
。

　
同
氏
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

標
準
装
備
の
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
や
旋

回
時
の
横
転
な
ど
を
抑
止
す

る
装
置
（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
）、
ふ
ら

つ
き
警
報
装
置
な
ど
の
先
進

技
術
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

【
4
月
16
〜
30
日
】

【
3
月
16
〜
31
日
】

燃
料
高
騰
対
策
め
ぐ
り
意
見
交
換

      

旧
暫
定
税
率
廃
止
・
凍
結
要
望
相
次
ぐ

東 ト 協

資材燃料
委員会

東
ト
協   

福
利
厚
生
対
策
事
業
研
修
会

メンタルヘルスの重要性と
統計に学ぶ事故防止策

をテーマに

東
ト
協  

第
５
回
経
営
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー

  

２
つ
の
顔
を
も
つ

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
術
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初任運転者特別講習

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
事

故
防
止
委
員
会
（
江
森
東
委

員
長
）
は
４
月
３
日
、
東
ト

総
合
会
館
で
平
成
25
年
度
第

１
回
委
員
会
を
開
催
。
事
故

防
止
大
会
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
事
故
防
止

モ
デ
ル
支
部
制
度
の
廃
止
を

決
め
た
。
今
後
の
事
故
防
止

大
会
や
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
を
さ
ら
に
検
討
・
模

索
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
冒
頭
、
江
森
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
25
年
度
事
業
計

画
で
初
任
運
転
者
特
別
講
習

年
度
延
べ
10
回
）に
増
や
す

と
と
も
に
、
受
講
の
利
便
な

ど
を
考
慮
し
て
、
新
た
に
多

摩
地
区
で
も
延
べ
６
回
開
催

す
る
。

　
初
任
運
転
者
な
ど
に
関
し

て
は
、
事
業
法「
輸
送
安
全
規

則
第
10
条
」に
基
づ
き
、
国
土

交
通
省
告
示
で
「
特
定
の
運

転
者
に
対
す
る
特
別
な
指
導

を
６
時
間
以
上
行
う
」こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、協
会

が
代
行
実
施
機
関
と
し
て
特

別
講
習
を
実
施
す
る
も
の
。

が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、

警
視
庁
主
催
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

の
参
加
枠
も
２
千
人
拡
大
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
。
特
に
同

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は
事

故
防
止
に
効
果
が
あ
り
、
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
で
も
加
点
評
価

さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
、
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
た
。

　
今
後
の
事
故
防
止
大
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
最
後

の
議
題
と
し
て
審
議
し
、
事

故
防
止
モ
デ
ル
支
部
制
度
の

存
続
に
関
す
る
各
支
部
で
の

協
議
結
果
・
意
見
を
聴
取
。

そ
の
結
果
、
廃
止
が
13
支

部
、
モ
デ
ル
支
部
指
定
が
一

巡
し
た
後
に
見
直
し
・
廃
止

が
11
支
部
、存
続
が
１
支
部

と
な
り
、廃
止
と
一
巡
後
に

見
直
し
の
意
見
が
ほ
ぼ
拮
抗

す
る
形
に
な
っ
た
が
、
江
森

委
員
長
が
廃
止
す
る
方
針
を

示
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
最
重
要
課
題

と
し
て
事
故
防
止
の
徹
底
を

期
す
た
め
の
、
よ
り
効
果
的

で
実
効
性
あ
る
活
動
や
事
故

防
止
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
今
後
、
検
討
・
模
索
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
同
日
は

ま
ず
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
つ
い
て
、
警
視
庁
交
通

部
交
通
総
務
課
の
山
下
憲
一

交
通
安
全
組
織
係
長
と
、
東

京
運
輸
支
局
の
遠
藤
登
陸
運

技
術
専
門
官
が
講
話
。

　
山
下
係
長
が
交
通
安
全
運

動
の
基
本
や
重
点
、
ま
た
遠

藤
専
門
官
が
実
施
細
目
や
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大
事
故

発
生
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
安
全
運
行
の
徹
底
を

呼
び
か
け
た
。

　
こ
の
後
、
25
年
度
東
ト
協

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
日
程
や
初
任
運
転
者

特
別
講
習
の
実
施
計
画
を
説

明
・
承
認
し
た
ほ
か
、
都
内

に
お
け
る
事
業
用
貨
物
自
動

車
関
与
の
死
亡
事
故
発
生
状

況
、
24
年
の
交
差
点
事
故
の

傾
向
と
分
析
結
果
、
各
支
部

に
よ
る
24
年
度
運
転
者
講
習

実
績
、
25
年
度
事
故
防
止
委

員
会
行
事
日
程
、
お
よ
び
監

査
方
針
・
行
政
処
分
基
準
改

正
や
輸
送
安
全
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
交
通
共
済
協

同
組
合
の
齋
藤
茂
太
郎
常
務

理
事
と
陸
災
防
東
京
都
支
部

会
の
古
角
豊
事
務
局
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
事
故
防
止
活
動
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
東
ト
協
は
、
平
成
25
年
度

初
任
運
転
者
特
別
講
習
を
４

月
か
ら
２
か
月
ご
と
に
開
催

す
る
。
今
年
度
は
本
部
で
の

開
催
回
数
を
延
べ
12
回（
前

　
東
ト
協
は
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中
の
４
月
９

日
、
街
頭
指
導
活
動
の
「
統

　
会
員
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
開

始
し
た
も
の
で
、
安
全
運
転

に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
安

全
意
識
の
向
上
、
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
の
が
目
的
。

　

受
講
対
象
は
原
則
と
し

て
、
都
内
の
会
員
事
業
者
に

所
属
す
る
①
初
任
運
転
者
②

そ
の
他
初
任
運
転
者
特
別
講

習
を
受
講
さ
せ
た
い
者（
自

動
車
事
故
対
策
機
構
な
ど
が

行
っ
て
い
る
初
任
診
断
で
は

な
い
た
め
、
要
注
意
）。

　
研
修
内
容
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
安
全
な
運
転
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
や
構
造
上
の
特

性
と
日
常
点
検
の
方
法
、
事

故
防
止
の
た
め
に
留
意
す
べ

き
事
項
、
危
険
の
予
測
・
回

避
な
ど
。

　
受
講
料
は
無
料
。
開
催
日

程
は
上
表
の
と
お
り
。
本
部

会
場
（
東
ト
総
合
会
館
＝
新

宿
区
四
谷
３
の
１
の
８
）で

は
、い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、

多
摩
会
場（
三
多
摩
自
動
車

会
館
＝
国
立
市
北
３
の
27
の

11
）で
は
平
日
に
開
催
。

　
研
修
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
50
分
か
ら
午
後
４
時

30
分（
途
中
休
憩
含
む
）。
６

時
間
以
上
の
研
修
が
法
定
要

件
の
た
め
、
時
間
厳
守
。

　

定
員
は
本
部
会
場
が
１
０

０
人
、多
摩
会
場
が
50
人（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
）。

な
お
、
多
摩
会
場
で
は
空
き

が
あ
る
場
合
に
多
摩
支
部
会

員
以
外
で
も
受
講
可
能（
要

問
い
合
わ
せ
）。
申
し
込
み
は

「
受
講
申
込
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

（
会
場
ご
と
に
申
し
込
み
先

が
異
な
る
た
め
要
注
意
）。

〈 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

〉

　

▽
本
部
会
場
＝
東
ト
協
運

行
管
理
部
☎
03
・
３
３
５
９

・
３
６
１
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・

３
３
５
９・
４
９
８
３
▽
多

摩
会
場
＝
東
ト
協
多
摩
支
部

☎
０
４
２・５
２
４・３
４
６

９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２・
５

２
５
・
１
７
７
５
。

   本部会場 【東京都トラック総合会館】
開催日 申込期間

   4月20日（土） 
   4月21日（日）    受付中～ 4月16日（火）

   6月22日（土） 
   6月23日（日） 5月24日（金）～6月14日（金）

   8月  3日（土） 
   8月  4日（日） 7月  5日（金）～7月26日（金）

 10月  5日（土） 
 10月  6日（日） 9月  6日（金）～9月27日（金）

 12月  7日（土） 
 12月  8日（日） 11月8日（金）～11月29日（金）

平成26年2月1日（土） 
                 2月2日（日）

平成26年
1月  6日（月）～1月24日（金）

   多摩会場 【三多摩自動車会館】
開催日 申込期間

   4月23日（火）    受付中～ 4月16日（火）
   6月26日（水） 5月24日（金）～6月14日（金）
   8月   6日（火） 7月  5日（金）～7月26日（金）
  以降の開催日は今後決定

い
、
広
く
一
般
都
民

に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
た
。

　
よ
り
効
果
的
に
街

頭
活
動
を
展
開
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
と
と
に
も
、
業

界
の
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
狙
い
な
ど
か

ら
、「
統
一
実
施
日
」

を
設
定
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
同

日
は
20
支
部
が
歩
調

を
合
わ
せ
て
、
都
内

44
か
所
で
街
頭
活
動

を
行
っ
た
。

　
東
ト
協
は
３
月
18
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
第
４
回
経
営

者
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
医
療
法
人
財
団
慈
生
会

野
村
病
院
特
任
副
院
長
で

医
学
博
士
の
三
浦
靖
彦
氏
が

「『
安
全
運
転
と
薬
』
～
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
管
理
～
」を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
三
浦
氏
は
、航
空
医
学
の
権

威
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
宇
宙
飛

　
東
ト
協
は
、
７
月
に
平
成

25
年
度
（
第
34
回
）
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
。
競
技
部
門
は
２
㌧
・

４
㌧
・
11
㌧
・
ト
レ
ー
ラ
・

女
性
の
５
部
門
で
、
参
加
募

　
東
ト
協
は
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
に
お
け
る
街
頭

指
導
活
動
「
統
一
実
施
日
」

の
４
月
９
日
、
業
界
の
安
全

へ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
広
告
を
一
般
紙
な
ど
５

紙
に
掲
載
し
た
。

　
広
告
は
全
５
段
・
モ
ノ
ク

ロ
で
、朝
日
・
読
売
・
毎
日
各

新
聞
（
都
内
・
多
摩
版
）、

お
よ
び
東
京
新
聞（
23
区
版

／
多
摩
・
武
蔵
野
版
）、
日

刊
工
業
新
聞
の
各
紙
９
日
付

朝
刊
に
掲
載
。

　
東
ト
協
は
、
交
差
点
で
の

左
右
の
安
全
確
認
を
促
す「
運

転
者
注
意
喚
起
ス
テ
ッ
カ

ー
」を
配
布
し
て
緊
急
事
故

防
止
対
策
を
展
開
中
だ
が
、

広
告
は
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
。

　
広
告
に
は
「
注
意
喚
起
ス

テ
ッ
カ
ー
」
と
『
当
た
り
前

の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
当

た
り
前
以
上
に
守
る
の
で

す
。』
と
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
を
載
せ
、
事
故
防
止
に
向

け
て
「
総
力
を
挙
げ
て
安
全

運
転
に
努
め
て
い
ま
す
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
広

報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
、
業
界
に
対
す
る
理

解
促
進
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
努
め
て
い
く
方
針
。

交
差
点
な
ど
に
お
け
る
安

全
誘
導
や
駅
周
辺
で
ノ
ベ

ル
テ
ィ
の
配
布
な
ど
を
行

集
期
間
は
５
月
７
日
か
ら
６

月
14
日
ま
で
。

　
学
科
競
技
は
７
月
13
日
、

東
ト
総
合
会
館
で
行
い
、
実

科
検
定
は
ト
レ
ー
ラ
部
門
が

７
月
23
日
、
日
立
物
流
松
戸

研
修
所
で
、
一
般
・
女
性
部

門
が
７
月
28
日
、
警
視
庁
府

中
運
転
免
許
試
験
場
で
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
る
。

　
表
彰
式
は
７
月
28
日
の
実

科
検
定
終
了
後
に
、
府
中
運

転
免
許
試
験
場
で
行
う
。

　
な
お
、全
国
大
会（
10
月
26・

27
日
）に
出
場
す
る
東
京
都

代
表
選
手
の
選
考
を
兼
ね
て

行
わ
れ
る
も
の（
２
㌧
部
門

は
東
ト
協
大
会
の
み
）。

一
実
施
日
」
と
し
て
各
支
部

が
都
内
各
所
で
街
頭
活
動
を

展
開
。
地
域
の
幹
線
道
路
の

行
士
の
航
空
身
体
検
査
医
と

し
て
活
躍
。突
発
性
機
能
喪

失（
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る

操
縦
能
力
を
失
う
こ
と
）の
防

止
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験

を
踏
ま
え
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
向
け
の
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

お
い
て
は
、
狭
心
症
・
心
筋

梗
塞
、脳
卒
中
、
通
風
発
作
、

糖
尿
病
（
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
ま

た
は
血
糖
降
下
薬
に
よ
る
低

血
糖
発
作
）、
て
ん
か
ん
、
精

神
病
・
躁
う
つ
病
、症
状
の
強

い
人
格
障
害
、
薬
物
乱
用
お

よ
び
薬
物
依
存（
ア
ル
コ
ー

ル
を
含
む
）な
ど
の
疾
患
を

原
因
と
し
て
、
突
発
性
機
能

喪
失
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
。

　
そ
の
上
で
、
健
康
管
理
に

役
立
つ
薬
の
知
識
に
つ
い
て

説
明
。
感
冒
薬
や
花
粉
症
薬

の
多
く
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
が
含
ま
れ
、
特
に
第
一
世

代
の
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
は
脳

へ
の
移
行
も
多
く
、
眠
気
や

集
中
力
が
低
下
す
る
と
注
意

喚
起
し
た
。

　
眠
く
な
る
成
分（
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
薬
）を
含
ま
な
い
市
販
の

感
冒
薬
と
し
て
、「
パ
ブ
ロ
ン

50
」「
ス
ト
ナ
・
デ
イ
タ
イ
ム
」、

第
二
世
代
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

で
、
脳
への
移
行
が
少
な
い
市

販
薬
と
し
て「
ア
レ
グ
ラ
Ｆ
Ｘ
」

「
ア
レ
ジ
オ
ン
10
」を
紹
介
し

た
。

効果的な事故防止大会
のあり方を検討

東ト協

事
故
防
止
委
員
会

「
モ
デ
ル
支
部
」制
度
は
廃
止
に

東  ト  協

25年度
初任運転者特別講習
本部12回・多摩地区６回開催

春の交通安全運動
統一街頭活動を展開

※講習時間：午前8時50分～午後4時30分

東
ト
協
各
支
部

  

東
ト
協
ド
ラ
コ
ン

   

参
加
募
集
期
間

 

５
月
７
日
〜
６
月
14
日

   

第
４
回 

経
営
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
テ
ー
マ
に

         

東  

ト  

協

統
一
活
動
日
に 

広
告
掲
載

  

安
全
へ
の
取
り
組
み

　
　
　  

を
ア
ピ
ー
ル

東ト協

街
頭
活
動
を
行
う
大
田
支
部

（５） 第1029号２０13年（平成25年）４月10日協 会



 
平
成
25
年
２
月
末
現
在
の

都
内
全
域
の
交
通
事
故
発
生

件
数（
本
年
累
計
）は
６
２
５

７
件
で
、
前
年
同
期
比
１
２

６
９
件
減
少
し
、死
者
数
は
23

人
で
同
２
人
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

営
業
用
貨
物
車
の
関
与

事
故（「
違
反
別
」表
の
下
段

「
注
」参
照
）発
生
件
数（
本

年
累
計
）は
、５
２
８
件
で
前

年
同
期
比
94
件
減
少
し
、
死

者
数
は
４
人
で
同
３
人
の
増

加
だ
っ
た
。
事
故
類
型
別
で

は
、
右
左
折
時
の
車
両
相
互

事
故
が
61
件
で
同
46
件
の
減

少
で
、
死
者
数
は
２
人
だ
っ

た
。
違
反
別
で
は
、
安
全
不

確
認
に
よ
る
関
与
事
故
が
１

２
４
件
と
最
も
多
く
、
前
方

不
注
意
に
関
す
る
違
反
が
同

16
件
増
と
急
増
し
て
い
る
。

日 時 ３月17日（日）　   8 時 02分頃発生

場 所 目黒区内（碑さくら通り〈区道〉）

当事者  自転車（男性79歳 死亡）×事業用中型貨物車（30歳代前半）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
自転車は、碑さくら通りを環七通り方向から
補助26号方向へ車道右側を進行中、車道上に
倒れ、環七通りへ直進する事業用中型貨物車
の左後部に衝突したもの。

日 時 ３月15日（金）　  10 時 18分頃発生

場 所 大田区内（第一京浜〈国道 15号〉）

当事者 事業用大型貨物車（40歳代後半）×自家用軽貨物車（男性43歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要

事業用大型貨物車は、第一京浜を川崎方向か
ら品川方向に走行中、被けん引車を対向車線
にはみ出させ、品川方向から進行してきた自
家用軽貨物車と衝突したもの。なお、事業用
大型貨物車は、救護等の措置を講ぜず現場か
ら逃走したもの。

　

東
京
労
働
局
は
こ
の
ほ

ど
、
今
後
５
年
間
の
第
12
次

東
京
労
働
災
害
防
止
計
画

（
平
成
25
～
29
年
度
）を
策
定

し
た
。
厚
生
労
働
省
の
第
12

次
労
災
防
止
計
画
に
基
づ
き

策
定
し
た
も
の
。

　
基
本
目
標
は
、
①
死
亡
災

害
＝
過
去
最
少
の
53
人
を
下

回
る
②
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
＝
８
千
人
を
下
回
る

︱
︱
こ
と
と
し
、「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
安

全
・
安
心
な
首
都
東
京
の
実

　

厚
生
労
働
省
は
、
第
12
次

労
働
災
害
防
止
計
画（
平
成

25
～
29
年
度
）を
策
定・ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
一
層
の
労
働
災

害
の
防
止
に
取
り
組
む
。

　

計
画
の
全
体
目
標
は
、29

年
ま
で
に
24
年
比
で
、①
労

災
死
亡
者
数
を
15
％
以
上
減

少
②
労
災
死
傷
者
数（
休
業

４
日
以
上
）を
15
％
以
上
減
少

現
」
に
向
け
て
、
官
民
一
体

で
労
災
防
止
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。
小
目
標
は
、
行

動
災
害
に
よ
る
死
傷
災
害
割

合
の
減
少
、重
点
対
象
業
種
の

す
べ
て
の
事
業
場
に
お
け
る

経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
衛
生
方

針
の
表
明
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
な
ど
５
項
目
。

　
重
点
施
策
と
し
て
は
、
①

労
災
、
業
務
上
疾
病
発
生
状

況
の
変
化
に
合
わ
せ
た
対
策

の
重
点
化
②
「
首
都
東
京
」

の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
対
策

の
推
進
③
行
政
、
労
災
防
止

団
体
、
業
界
団
体
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
労
災
防

止
の
取
り
組
み
④
社
会
、
企

業
、
労
働
者
の
安
全
・
健
康

に
対
す
る
意
識
改
革
の
促
進

⑤
発
注
者
、
製
造
者
、
施
設

な
ど
の
管
理
者
に
よ
る
取
り

組
み
強
化
︱
︱
を
掲
げ
た
。

　
重
点
業
種
は
、
第
三
次
産

業
の
う
ち
特
に
労
災
発
生
件

数
が
多
い
小
売
業
や
社
会
福

祉
施
設
な
ど
を
対
象
に
す
る

と
と
も
に
、
労
災
発
生
件
数

が
多
く
高
止
ま
り
し
て
い
る

陸
上
貨
物
運
送
事
業
を
対
象

と
し
た
。
陸
運
業
で
は
、
①

荷
役
作
業
の
労
災
防
止
対
策

の
普
及
、徹
底
な
ど（
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
役
作
業
に
お
け
る
安

全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・

普
及
）②
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
の

強
化
③
荷
主
に
よ
る
取
り
組

み
の
強
化
（
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
モ
デ
ル
運
送
契
約

書
の
普
及
な
ど
）︱
︱
の
各
対

策
を
推
進
す
る
。

　
形
態
別
対
策
と
し
て
は
、

交
通
労
災
防
止
に
向
け
「
交

通
労
働
災
害
防
止
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
な
ど
に
基
づ
き
、
走

行
・
労
働
時
間
管
理
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
陸
災
防

東
京
都
支
部
会
や
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
と
連
携
し

て
、
事
業
者
や
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止
の
気
運
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

︱
︱
を
掲
げ
た
。
今
回
の
計
画

で
は
全
体
の
労
災
減
少
目
標

　特定非営利活動法人ＡＳＫ（ア
ルコール薬物問題全国市民協会）は、
「飲酒運転防止インストラクター養
成講座」第６期生を募集している。
　同講座は日本損害保険協会の助
成で実施されているもので、内閣
府・警察庁など関係行政のほか、全
日本交通安全協会・全日本トラッ
ク協会などが後援。
　応募資格は、職場や教育機関・地
域などで飲酒運転防止に取り組み
たい人、パソコン・ＤＶＤ操作ができ
る人など。募集人員は350人。受
講料は１万５千円。
　講座は①通信スクール受講（添
削３回）②スクーリングへの参加
（１日集中）③実績報告シート提出
の３つのステップで実施し、修了
者には認定証を発行。詳細はＡＳＫ
のホームページ（www.ask.or. jp）で。
　 ◇ＡＳＫ＝中央区日本橋浜町３−16−
７−７階、☎03−３２４９−２５５１、ＦＡＸ
03−３２４９−２５５３

す
る
。

　
重
点
業
種
の
一
つ
で
あ
る

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
つ
い

て
は
、
目
標
を
死
傷
者
数
10

％
以
上
減
少
に
設
定
。
交
通

労
災
は
減
少
傾
向
だ
が
、
荷

役
作
業
時
の
労
災
に
よ
る
死

傷
者
数
が
平
成
12
年
以
降
約

１
万
人
程
度
で
推
移
し
、
全

体
の
約
７
割
を
占
め
、減
少
傾

向
に
な
い
こ
と
か
ら
、そ
の
防

止
徹
底
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
健
康
確
保
・
職
業

性
疾
病
対
策
に
関
し
て
は
、メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
場
割
合
80

％
以
上
、過
重
労
働
対
策
で
は

週
労
働
時
間
60
時
間
以
上
の

雇
用
者
割
合
の
30
％
以
上
減

少
を
目
標
と
す
る
。

に
加
え
、重

点
業
種
や
対

策
ご
と
に
数

値
目
標
を
設

定
し
、取
り

組
み
を
強
化

「青だけど  車は私を  見てるかな」

高齢者の自転車を発見したら、急な横断、ふらつき、転倒を
予測するとともに減速し、十分に側方間隔を取ること !!

ジャックナイフ現象等トレーラ特有の現象を防ぐに
は、安全速度を守り急ブレーキをしない !!
救護義務違反は絶対にしない !!

目
標
は
死
亡
災
害
53
人
未
満

           

陸
運
業
な
ど
重
点
業
種
に

東京労働局

第12次

労 災
防止計画

第12次  労災防止計画
死者数15％以上減
を目標に

厚  

労  

省

飲酒運転防止
インストラクター養成講座

第６期生を募集

ＡＳＫ

事故防止緊急対策 実施中！

　　　　営業用トラック関与の交通事故
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反右左折 その他 計

発
生
件
数

大
型

１当件数 17 17 4 1 0 8 2 0 0 16 65
関与事故件数 21 17 5 1 0 8 2 0 0 29 83
（前年比） −6 +3 −5 −4 ±0 −1 +2 ±0 −1 +9 −3

中
型

１当件数 48 52 20 7 1 10 6 0 0 31 175
関与事故件数 50 54 22 7 1 10 6 0 0 66 216
（前年比） +1 +16 −2 −7 +1 −8 +2 ±0 ±0 −31 −28

普
通

１当件数 53 38 25 6 4 6 4 1 0 30 167
関与事故件数 53 39 29 6 4 7 4 1 0 86 229
（前年比） −20 −3 −16 −5 +1 −5 +2 ±0 ±0 −17 −63

合
計

１当件数 118 107 49 14 5 24 12 1 0 77 407
関与事故件数 124 110 56 14 5 25 12 1 0 181 528
（前年比） −25 +16 −23 −16 +2 −14 +6 ±0 −1 −39 −94

死
者
数

大型貨物車（１当） 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
普通貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（平成25年2月末）
                       （本年累計件数）

注：営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の
　　件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。
※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別

第1029号 （６）総 合２０13年（平成25年）４月10日



　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
は

４
月
２
日
、「
自
動
車
運
送

事
業
者
に
対
す
る
監
査
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報

告
書
を
ま
と
め
発
表
し
た
。

３
月
26
日
開
催
の
第
４
回
検

討
会
で
最
終
報
告
案
を
審
議

し
、
と
り
ま
と
め
た
も
の
。

　
最
終
報
告
で
は
効
率
的
・

効
果
的
に
監
査
を
行
う
た
め

に
は
「
悪
質
な
運
送
事
業

者
」
を
特
定
し
、
重
要
な
法

令
違
反
や
そ
の
可
能
性
が
高

い
事
業
者
を
対
象
と
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
、
具
体
的
に

重
要
な
法
令
違
反
と
し
て
名

義
貸
し
・
事
業
の
貸
渡
し
禁

止
な
ど
６
項
目
を
挙
げ
た
。

　

監
査
は
、
第
三
者
機
関

（
適
正
化
事
業
実
施
機
関
）

や
利
用
者
の
通
報
、
法
令
違

反
情
報
な
ど
を
活
用
し
、
こ

れ
ら
端
緒
情
報
を
総
合
的
に

分
析
し
、
優
先
順
位
を
決
め

て
実
施
す
べ
き
と
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
者
機
関
に
よ

る
評
価
内
容
を
、
悪
質
な
事

業
者
発
見
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
と
し
、
速
や
か

に
通
報
す
る
仕
組
み
の
構
築

が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
の
法
令

遵
守
意
識
を
高
め
る
た
め
、

事
業
者
自
ら
が
法
令
遵
守
状

況
を
自
己
点
検
し
、
改
善
状

況
な
ど
を
国
に
報
告
す
る
仕

組
み
の
構
築
が
有
効
と
し
、

虚
偽
報
告
な
ど
に
対
し
て
は

厳
し
い
処
分
を
課
す
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

　
一
方
、
監
査
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
重
要
な
法

令
違
反
を
対
象
に
優
先
的
に

確
認
作
業
を
行
い
、
一
律
に

重
い
処
分
を
課
す
ほ
か
、
処

分
基
準
を
従
来
の
違

反
割
合
か
ら
違
反
件

数
に
応
じ
た
も
の
に

変
更
し
、
基
準
を
単

純
化
す
べ
き
と
し

た
。

　
ま
た
、
証
拠
力
の

高
い
違
反
情
報
を
把

握
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
に
よ
る
運
行
地
点

情
報
や
運
転
時
間
基

準
違
反
な
ど
の
有
無

を
記
録
す
る
デ
ジ
タ

ル
式
運
行
記
録
計
、
お
よ
び

運
送
引
受
書
な
ど
の
活
用
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　
一
方
、
法
令
遵
守
状
況
が

優
良
と
認
定
さ
れ
る
事
業
者

は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
定

期
確
認
間
隔
を
長
く
し
自
己

点
検
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

な
ど
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

高
め
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　
処
分
基
準
は
、
悪
質
な
事

業
者
を
確
実
に
排
除
す
る
た

め
厳
格
化
し
、
特
に
悪
質
な

事
業
者
に
対
し
て
は
事
業
許

可
取
消
処
分
を
課
す
な
ど
強

化
す
べ
き
と
す
る
一
方
、
軽

微
な
法
令
違
反
は
行
政
指
導

に
と
ど
め
、
事
業
者
自
ら
の

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
促
す

べ
き
と
し
た
。

　
ま
た
、
処
分
逃
れ
防
止
対

策
と
し
て
、
事
業
の
廃
止
を

事
前
届
出
制
と
し
、
許
可
取

消
処
分
が
予
定
さ
れ
る
時
に

事
業
廃
止
届
出
を
提
出
し
た

場
合
、
事
業
欠
格
事
由
と
し

て
、
再
度
の
事
業
許
可
や
他

の
事
業
者
の
役
員
に
な
る
こ

と
を
防
止
し
、
欠
格
期
間
に

つ
い
て
は
５
年
（
現
行
２

年
）
を
例
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
見
直
し
に
伴

い
、
監
査
体
制
の
充
実
と
と

も
に
、
運
送
事
業
者
側
に
お

い
て
も
運
行
管
理
者
の
連
絡

先
・
住
所
な
ど
の
明
確
化

や
、
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録

計
の
活
用
を
含
め
運
転
時

間
・
拘
束
時
間
な
ど
を
容
易

に
確
認
で
き
る
記
録
の
作
成

と
い
っ
た
体
制
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た

り
、
平
成
25
年
度
輸
送
秩
序

確
立
運
動
（
４
月
１
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日
）
を
展
開

す
る
。
健
全
な
輸
送
秩
序
の

確
立
と
安
全
・
事
故
防
止
策

な
ど
の
一
層
の
推
進
を
目
指

し
て
、
毎
年
度
実
施
し
て
い

る
も
の
。

　
重
点
実
施
項
目
は
次
の
と

お
り
。

　
①
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
お
よ
び
社
会
保
険
等
へ
の

適
正
加
入
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
事

業
を
取
り
巻
く
関
係
法
令
等

の
遵
守
徹
底
、
お
よ
び
違
法

行
為
の
是
正
対
策
の
推
進

　
②
不
公
正
取
引
の
是
正
お

よ
び
適
正
運
賃
収
受
問
題
に

つ
い
て
荷
主
企
業
へ
の
理
解

促
進
と
協
力
要
請

　
③
輸
送
原
価
に
対
す
る
意

識
の
向
上
お
よ
び
原
価
管
理

の
徹
底
等
に
よ
る
経
営
体
質

の
改
善
な
ど
、
原
価
・
コ
ス

ト
管
理
徹
底
に
よ
る
経
営
基

盤
強
化
対
策
の
実
施

　
④
荷
主
企
業
と
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
確
立
に
よ
る
、
荷

主
企
業
に
対
す
る
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
の
積
極
的
な
展
開

　
⑤
荷
待
ち
時
間
の
短
縮
お

よ
び
運
送
契
約
に
係
る
書
面

化
の
推
進

　
⑥
輸
送
秩
序
を
阻
害
す
る

行
為
の
排
除
に
向
け
た
諸
対

策
の
積
極
的
な
推
進
な
ら
び

に
関
係
行
政
庁
と
の
連
携
強

化

　
東
京
都
労
働
局
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
24
年
に
実
施
し
た

都
内
の
道
路
貨
物
運
送
業
に

対
す
る
臨
検
監
督
結
果
を
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

労
働
時
間
に
関
す
る
違
反
を

中
心
に
、
全
体
の
75
・
０
％

の
事
業
場
で
何
ら
か
の
法
令

違
反
が
認
め
ら
れ
た
。

　
臨
検
監
督
は
、
前
年
（
１

３
８
事
業
場
）
を
大
幅
に
上

回
る
２
４
４
事
業
場
に
対
し

て
実
施
。

　
労
働
基
準
法
な
ど
に
つ
い

て
、
何
ら
か
の
法
令
違
反
が

あ
っ
た
の
は
１
８
３
事
業

場
。
特
に
多
い
の
が
法
定
労

働
時
間
に
関
す
る
違
反
（
36

協
定
違
反
を
含
む
）
で
、
１

３
０
事
業
場（
53
・
３
％
）と

半
数
以
上
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、

割
増
賃
金
に
関
す
る
違
反
も

71
事
業
場（
29
・
１
％
）と
約

３
割
で
認
め
ら
れ
た
。

　
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働

時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基

準
」
告
示
違
反
も
多
く
、
１

０
７
事
業
場（
43
・
９
％
）で

認
め
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、

総
拘
束
時
間
に
か
か
る
違
反

が
80
事
業
場
（
32
・
８
％
）、

最
大
拘
束
時
間
に
か
か
る
違

反
が
74
事
業
場（
30
・
３
％
）

と
多
く
、
休
息
期
間
に
か
か

る
違
反
も
50
事
業
場（
20
・

５
％
）で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
監
督
指
導
の
事

例
と
し
て
は
、
１
か
月
に
総

拘
束
時
間
が
５
３
２
時
間
に

も
及
ん
だ
引
越
事
業
者
が
あ

り
、
是
正
勧
告
書
を
交
付
し

て
労
働
時
間
お
よ
び
拘
束
時

間
の
削
減
を
指
導
。

　
さ
ら
に
、
悪
質
な
事
例
と

し
て
法
定
労
働
時
間
お
よ
び

改
善
基
準
告
示
違
反
で
是
正

勧
告
書
を
交
付
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
約
１
年
半
後

の
再
度
の
臨
検
で
も
、
繰
り

返
し
法
定
労
働
時
間
違
反
が

認
め
ら
れ
た
た
め
、
司
法
処

分
と
す
る
こ
と
に
し
、
書
類

送
検
し
た
事
案
も
あ
っ
た
。

　
同
局
で
は
、
依
然
と
し
て

法
定
労
働
時
間
お
よ
び
改
善

基
準
告
示
違
反
の
比
率
が
高

い
こ
と
か
ら
、
長
時
間
労
働

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
交
通

労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
事
業
場
な
ど
を
対
象
に
、

引
き
続
き
監
督
指
導
を
行
う

方
針
。

　
ま
た
、
道
路
貨
物
運
送
業

で
は
荷
役
作
業
中
を
中
心
に

労
働
災
害
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
労
災
防
止
へ
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会
（
佐
久
間
恒
好
部
会

長
）
は
３
月
29
・
30
日
の
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
小
・
中

学
生
と
そ
の
家
族
１
６
２
人

を
「
親
子
プ
ロ
野
球
観
戦
・

東
京
観
光
ツ
ア
ー
」
に
招
待

し
た
。

　
従
来
か
ら
物
流
青
年
経
営

者
組
織
と
し
て
支
援
活
動
を

展
開
し
て
お
り
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
義
援
金
を
も
と
に

支
援
物
資
の
手
配
・
調
達
・

輸
送
、
お
よ
び
ソ
ー
ラ
ー
扇

風
機
・
学
校
用
品
な
ど
を
寄

贈
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
今
回
、
子
供
た
ち

の
心
の
ケ
ア
と
と
も
に
、
良

き
思
い
出
づ
く
り
を
し

て
も
ら
う
た
め
、
被
災

地
の
岩
手
・
宮
城
・
福

島
３
県
の
子
供
た
ち
と

そ
の
家
族
を
、
プ
ロ
野

球
観
戦
と
東
京
観
光
に

招
待
し
た
も
の
だ
。

　

一
行
は
３
月
29
日
、

後
楽
園
ホ
ー
ル
展
示
会

場
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会

に
臨
ん
だ
後
、東
京
ド
ー

ム
球
場
で
巨
人
対
広
島

の
開
幕
戦
を
観
戦
。
被

災
地
の
子
供
た
ち
が
観
戦
し

て
い
る
模
様
が
、
ド
ー
ム
内

の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
や
ア

ナ
ウ
ン
ス
で
紹
介
さ
れ
た
。

翌
30
日
に
は
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
た
。

　
な
お
、
歓
迎
会
で
は
全
ト

協
の
星
野
良
三
会
長
や
青
年

部
会
の
佐
久
間
部
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
業
界
と
し
て
の

支
援
の
思
い
を
伝
え
た
ほ

か
、
今
回
の
野
球
観
戦
に
協

力
し
た
日
本
プ
ロ
野
球
名
球

会
理
事
の
柴
田
勲
氏
（
元
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
外
野
手
）

が
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

　

関
東
運
輸
局
は
５
月
24

日
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
対
象
に
し
た
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
取
得
講
習
会
（
東

京
）
を
開
催
し
、
実
際
に
認

証
取
得
を
目
指
す
事
業
者
向

け
の
講
習
を
実
施
す
る
。
交

通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
と
の
共
催
。
参
加

費
無
料
。
定
員
50
人
（
先
着

順
）。
受
講
申
し
込
み
は
５

月
17
日
ま
で
。

　
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
４
時
30
分
ま
で
、
会
場
は

Ａ
Ｐ
西
新
宿
（
新
宿
区
西
新

宿
７
の
２
の
４
、
新
宿
喜
楓

ビ
ル
５
階
会
議
室
Ｃ
）。

　
▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
先
＝
関
東
運
輸
局
交
通
環

境
部
環
境
課
（
☎
０
４
５
・

２
１
１
・
７
２
６
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
４
５
・
２
１
１
・
７
２

７
０
）。
申
し
込
み
用
紙
に

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

　
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は

関
運
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
tb.m

lit.
go.jp/kanto/topics/
index.htm

l

）に
も
掲
載
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

全ト協青年部会

被災地の子供たちを
プロ野球観戦に招待

全ト協
平
成
25
年
度

輸
送
秩
序
確
立
運
動

国
交
省
「
監
査
の
あ
り
方
検
討
会
」
報
告
書

悪
質
違
反
の
処
分
厳
格
化

優
良
事
業
者
に
は
優
遇
措
置
を

道
路
貨
物
運
送
業
24
年
の
臨
検
結
果

東京労働局

全
体
の
75
％
に
法
令
違
反

法
定
時
間
違
反
が
53
％
も

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
対
象
に

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得
講
習
会

関運局
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

営
業
開
始
か
ら
ま
も

な
く
1
年
に
な
る
。
電
波
塔

と
し
て
は
、
東
京
タ
ワ
ー
に

代
わ
っ
て
、
N
H
K
と
在
京

テ
レ
ビ
５
局
が
今
年
5
月
に

ほ
ぼ
移
転
を
完
了
す
る
。
総

工
費
６
５
０
億
円
。
完
成
後

も
数
々
の
電
波
障
害
の
た
め

１
０
０
億
円
余
の
費
用
が
か

か
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
最

後
の
試
験
電
波
が
流
さ
れ
て

い
る
。

　
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
高
さ
６

３
４
メ
ー
ト
ル
、
東
京
タ
ワ

ー
の
ほ
ぼ
２
倍
だ
（
世
界
一

と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
実
は

ド
バ
イ
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ

ー
フ
ァ
が
８
２
９
・
８
メ
ー

ト
ル
で
平
成
22
年
に
開
業
し

て
い
る
）。
そ
の
人
気
は
凄
い

と
い
う
し
か
な
い
が
、
用
済

み
と
な
っ
た
東
京
タ
ワ
ー
の

人
気
も
根
強
い
も
の
が
あ
る

の
だ
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
タ
ワ
ー

の
優
美
な
曲
線
。
パ
リ
の
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
よ
り
も
美
し

く
、
凜
と
し
て
気
品
が
あ

る
。
中
世
の
貴
婦
人
の
よ
う

だ
。
そ
れ
に
比
べ
て
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
は
野
球
の
バ
ッ
ト
を

逆
さ
に
立
て
た
よ
う
で
、
色

気
も
素
っ
気
も
な
い
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
F
M
局
な
ど
は
東
京
タ
ワ

ー
に
残
り
、
タ
ク
シ
ー
の
無

線
基
地
の
役
目
な
ど
、
電
波

塔
と
し
て
完
全
に
撤
退
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
は
懐
か
し
く
華
や
か
な

歴
史
を
持
っ
た
観
光
施
設
と

し
て
、
文
化
的
な
役
目
を
担

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　
そ
の
第
１
弾
が
、
開
催
中

の
東
京
タ
ワ
ー
55
周
年
記
念

「
山
本
作
兵
衛

展
」
で
あ
る
。

　

タ
ワ
ー
が
開

業
し
た
の
は
昭

和
33
年
、
日
本

経
済
が
高
度
成

長
期
に
入
る
頃

だ
っ
た
。
映
画

「
A
L
W
A
Y
S

３
丁
目
の
夕
日
」

が
ま
さ
に
33
年
の

東
京
を
描
い
て
い

る
か
ら
、
映
画
を

ご
覧
に
な
っ
た
方

は
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き

り
す
る
だ
ろ
う
。
作
兵

衛
さ
ん
が
本
格
的
に
絵

を
描
き
始
め
た
の
も
33

年
で
あ
る
。

　

山
本
作
兵
衛
さ
ん

は
明
治
25
年
、
福
岡
県

筑
豊
地
区
で
生
ま
れ
、

７
、
８
歳
の
頃
か
ら
父

に
つ
い
て
炭
坑
に
入

り
、
14
歳
で
炭
坑
夫
と

な
っ
た
。
以
後
約
50
年

間
、
21
の
炭
坑
を
転
々

と
し
た
。

　

日
本
の
高
度
成
長

期
は
、
安
い
石
炭
が
輸
入
さ

れ
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

石
炭
か
ら
石
油
へ
変
わ
る
時

期
で
も
あ
っ
た
。
炭
坑
の
閉

山
も
相
次
い
だ
。
引
退
し
た

作
兵
衛
さ
ん
が
、
慣
れ
な
い

絵
を
描
き
始
め
た
の
は
、「
孫

た
ち
に
自
分
が
経
験
し
た
ヤ

マ
（
炭
坑
）
の
作
業
や
生
活

を
描
き
残
し
て
や
ろ
う
」
と

思
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。  

　
絵
と
し
て
は
稚
拙
で
美
術

的
と
は
言
え
な
い
が
、
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
経
験
し
た
ヤ

マ
の
実
情
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
記
録
し
た
。
見
る
者

は
当
時
の
厳
し
い
労
働
環

境
を
具
体
的
に
示
さ
れ
て

衝
撃
を
受
け
る
が
、
作
者

の
視
線
が
ヤ
マ
に
生
き
る

人
に
と
て
も
温
か
い
こ
と

を
感
じ
て
、
も
う
一
度
、

感
銘
を
受
け
る
。

  

作
品
は
人
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
、「
後
世
に
伝

え
る
べ
き
価
値
」
を
認
め

ら
れ
て
、
平
成
23
年
に

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。「
ア
ン

ネ
の
日
記
」
や
「
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
自
筆
楽
譜
」
に
並
ぶ

日
本
初
の
登
録
で
あ
る
。

　
作
家
の
勝
目
梓
さ
ん
は
、

昭
和
56
年
発
行
の
『
王
国
と

闇
』（
葦
書
房
）
に
よ
っ
て

早
く
か
ら
存
在
を
知
っ
て
い

た
。
自
身
、
炭
坑
夫
の
経
験

が
あ
り
、
近
著
『
あ
る
殺
人

者
の
回
想
』（
講
談
社
）
に
活

写
さ
れ
て
い
る
。

　
「
昭
和
22
年
の
労
働
基
準

法
で
18
歳
未
満
と
女
性
は
坑

内
に
入
れ
な
く
な
っ
た
。
作

兵
衛
さ
ん
の
記
録
は
、
ぼ
く

も
知
ら
な
い
時
代
の
も
の

で
、
絶
対
に
残
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
貴
重
な
資
料
で

す
。
そ
し
て
日
本
人
が
み
な

知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事

実
で
す
」    

　
記
録
絵
に
は
一
つ
だ
け
嘘

が
あ
る
、
と
作
兵
衛
さ
ん
は

い
う
。「
こ
の
時
代
の
ヤ
マ
は

真
っ
暗
で
こ
ん
な
色
な
ど
見

え
な
い
」
こ
と
だ
。 

　
過
酷
で
危
険
な
暗
闇
の
地

の
底
で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
支
え
た
炭
坑
労
働
者
た

ち
。
そ
れ
は
、
い
ま
福
島
原

発
で
働
い
て
い
る
労
働
者
た

ち
に
重
な
っ
て
見
え
て
し
ま

う
の
だ
。

東
京
タ
ワ
ー

炭坑絵師と

世界記憶遺産の炭坑絵師
 山本作兵衛展

　
「
春
は
お
遍
路
さ
ん
の
鈴

の
音
と
と
も
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
る
四
国
で

す
。
３
月
頃
か
ら
菅
笠
を
被

り
白
衣
姿
で
金
剛
杖
を
持
っ

た
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年

の
今
頃
か
ら
私
も
四
国
を
歩

い
て
お
り
ま
し
た
。
気
候
が

穏
や
か
に
な
り
、
日
も
長
く

な
っ
て
歩
き
や
す
く
な
る
５

月
頃
ま
で
は
、
歩
き
遍
路
に

適
し
た
季
節
な
の
で
す
。

　
遍
路
姿
と
い
う
と
白
装
束

を
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
で
す

が
、
服
装
や
所
持
品
に
決
ま

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
の

自
由
で
よ
い
の
で
す
が
、
菅

笠
、
白
衣
、
金
剛
杖
は
必
需

品
と
い
え
ま
す
。「
さ
あ
遍

路
に
行
く
ぞ
」
と
い
う
気
合

や
格
好
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
元
の
方
に
「
遍
路
」

で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。
歩
き
遍
路
で
す
と
、
民

家
の
庭
先
や
軒
先
と
か
、
田

圃
や
畑
の
あ
ぜ
道
、
会
社
の

敷
地
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
よ
う
な
所
も
通
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
の
た
め
「
不
審

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
で
も
あ
る

の
で
す
。

　
３
つ
の
必
需
品
の
ほ
か
、

遍
路
用
品
と
し
て
は
納
経

帳
、
納
札
（
お
さ
め
ふ
だ
）、

線
香
、
ロ
ウ
ソ
ク
等
々
が
あ

り
ま
す
が
、
す
べ
て
は
四
国

霊
場
の
遍
路
用
品
店
で
購
入

で
き
ま
す
し
、
仏
具
店
で
も

購
入
で
き
る
よ
う
で
す
。
遍

路
用
品
、
礼
拝
の
作
法
や
札

所
案
内
な
ど
は
た
く
さ
ん
刊

行
さ
れ
て
い
る
遍
路
ガ
イ
ド

本
等
に
お
任
せ
し
て
、
用
意

が
で
き
た
ら
出
立
で
す
。

　
菅
笠
を
被
る
と
き
は
梵
字

（

＝
ユ
と
読
み
、
弥
勒
菩

薩
を
表
す
。
弘
法
大
師
も
表

す
）
が
書
い
て
あ
る
方
を
前

に
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
菅
笠

に
は
「
同
業
二
人
」
や
仏
教

の
教
え
の
偈
（
げ
）
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

四国

１
　ルポライター
飛鳥井 恭司

菅笠、白衣姿で出立

　
最
近
書
店
の
店
先
を
覗

く
と
「
〇
〇
力
」
の
題
字

を
つ
け
た
書
物
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。「
聞
く
力
」「
生

き
る
力
」「
西
郷
力
」「
別

れ
る
力
」
と
い
っ
た
も
の

だ
が
、
中
に
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
◆
今
な
ぜ
「
力
」

ブ
ー
ム
な
の
か
。
力
と
い

う
言
葉
に
は
魔
力
の
よ
う

な
不
思
議
な
、
そ
れ
こ
そ

チ
カ
ラ
が
働
く
。
産
経
新

聞
に
よ
る
と
実
は
『
力
』

が
存
在
感
を
増
し
て
い

る
の
は
書
籍
に
限
ら
な
い
。

平
成
８
年
に
は
文
部
省
（
当

時
）
の
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
に
『
生
き
る
力
』
が
盛

り
込
ま
れ
た
◆
そ
こ
が
そ
も

そ
も
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
す
べ
て
上
向
き
の

話
で
あ
る
。
作
家
・
佐
藤
愛

子
さ
ん
の
「
老
い
力
」
で
は

老
人
の
力
は
あ
な
ど
り
が
た

い
も
の
が
あ
る
、
も
っ
と
老

人
の
力
を
活
用
せ
よ
、
と

い
っ
て
い
る
。
確
か
に
昭
和

30
年
代
に
は
、
こ
の
当
時
若

者
世
代
だ
っ
た
人
達
は
よ
く

働
い
た
◆
勤
勉
で
会
社
の
た

め
に
働
く
、
そ
ん
な
風
潮

だ
っ
た
。
働
く
こ
と
が
美
徳

だ
っ
た
。
だ
か
ら
働
く
こ
と

へ
の
違
和
感
は
な
く
、
働
い

た
。
そ
れ
が
力
と
な
っ
て
い

た
。
今
日
の
チ
カ
ラ
・
ブ
ー

ム
は
、
多
少
な
り
と
も
か
つ

て
の
「
活
力
」
を
取
り
戻
そ

う
と
い
う
こ
と
が
根
底
に
あ

る
の
か
。
力
強
い
今
が
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。　

★ ３月15日号「二字熟語のしりとりパズル」の正解
は「業績」でした。

　官製はがきに、①答え②あなたの住所・郵便番号
③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙へのご意見・ご要望を
明記し、お送りください。正解者の中から抽選で３名
様に図書カード（1,000円分）をプレゼント。

●宛先＝〒１６０‐０００４  新宿区四谷３－１－８
          　  （一社）東京都トラック協会
　　　                  　広報部 「トラック時報」係
●締め切り＝４月末日 （正解は５月発行号に掲載）  

☆ インターネットでご応募も可能です。
　 http://www.totokyo.or.jp/
☆  インターネット応募の場合、解答フォームをご
利用ください。東ト協ＨＰトップ「会員の方へ
→」をクリックし、次ページ右の「トラック時
報パズル＆クイズに応募」へ。

 キーなしクロスワード
　このクロスワードにはキーがありませ
ん。リストの文字をマスに入れて、意味
のある言葉にしてください。
　文字は１度しか使えません。最後にA
～Fを順に読むと答えになります。

● 

世
界
記
憶
遺
産
　
山
本
作
兵
衛
展　

５
月
６
日
ま
で
／
芝
公
園
内
・
東
京
タ
ワ
ー
１
階
特
設
会
場
／
入
場
料
＝
１
２
０
０
円
（
小
・
中
・
高
校
生
６
０
０
円
）

「
バ
ン
ガ
リ
ヤ
上
三
緒
三
尺
層
」。
バ

ン
ガ
リ
ヤ
は
傾
斜
の
こ
と
。
荷
を
頭

で
受
け
て
下
が
る
。
一
歩
で
も
踏
み
外

す
と
暴
走
し
、
大
事
故
に
な
る
。

ヤマ（炭坑）の人情生活も詳しく描かれている。

（８）２０13年（平成25年）４月10日第1029号
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